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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和4年1月4日(2022.1.4)

【公表番号】特表2021-508422(P2021-508422A)
【公表日】令和3年3月4日(2021.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2021-012
【出願番号】特願2020-526408(P2020-526408)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/12     １５０　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３１　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３２　

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月15日(2021.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信する方法であって、
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を判定する
ステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記ＵＣＩのスケジュールされた送信が物理アップリンク共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ）上でのスケジュールされたグラントフリー（ＧＦ）送信と重なるかどう
かを判定するステップと、
　前記ＵＣＩの前記スケジュールされた送信が前記ＰＵＳＣＨ上での前記スケジュールさ
れたＧＦ送信と重なることを条件に、前記ＷＴＲＵが、物理アップリンク制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ）送信において前記ＵＣＩを送信すると判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記ＰＵＣＣＨ送信において前記ＵＣＩを送信するステップと、
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＵＣＩの前記スケジュールされた送信が前記ＰＵＳＣＨ上での前記スケジュールさ
れたＧＦ送信と重なることを条件に、前記ＷＴＲＵが、前記ＰＵＳＣＨ上で前記スケジュ
ールされたＧＦ送信を後に送信すると判定するステップを更に備えた、ことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＣＩは、ＨＡＲＱ／ＡＣＫ情報を含む、ことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記ＵＣＩの前記スケジュールされた送信が前記ＰＵＳＣＨ上での前記スケジュールさ
れたＧＦ送信と重なるかどうかを判定するステップは、前記ＵＣＩの前記スケジュールさ
れた送信がスロットにおいて前記スケジュールされたＧＦ送信と重なると判定することを
含む、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記ＰＵＳＣＨ上で前記スケジュールされたＧＦ送信を送信するステップを更に備え、
　前記ＵＣＩは、前記ＰＵＳＣＨ送信上で前記スケジュールされたＧＦ送信を送信する前
に前記ＰＵＣＣＨ送信において送信される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＣＩを送信するステップは、第１のスロットにおいて前記ＵＣＩを送信すること
を含み、
　前記スケジュールされたＧＦ送信を送信するステップは、第２のスロットにおいて前記
スケジュールされたＧＦ送信を送信することを含み、前記第２のスロットは、前記第１の
スロットの直後に続く、
　ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＴＲＵが、構成情報を受信するステップを更に備え、
　前記スケジュールされたＧＦ送信を後に送信すると判定するステップは、前記構成情報
に基づいて、前記スケジュールされたＧＦ送信を後に送信すると判定することを含む、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　構成情報を受信するステップは、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成情報を受信すること
を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記スケジュールされたＧＦ送信を後に送信すると判定するステップは、構成情報がな
いことに基づいて、前記スケジュールされたＧＦ送信を後に送信すると判定することを含
む、ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＴＲＵが、第２のＵＣＩのスケジュールされた送信が前記ＰＵＳＣＨ上での第２
のスケジュールされたグラントフリー（ＧＦ）送信と重なると判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、ＰＵＳＣＨ送信上で前記第２のＵＣＩおよび前記第２のスケジュール
されたＧＦ送信を多重化するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記ＰＵＳＣＨ送信上で前記第２のＵＣＩおよび前記第２のスケジュ
ールされたＧＦ送信を送信するステップと、
　を更に備えたことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＷＴＲＵが、構成情報を受信するステップを更に備え、
　前記ＰＵＳＣＨ送信上で前記第２のＵＣＩおよび前記第２のスケジュールされたＧＦ送
信を多重化するステップは、前記構成情報に基づいて、前記第２のＵＣＩおよび前記第２
のスケジュールされたＧＦ送信を多重化することを含む、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を判定し、
　前記ＵＣＩのスケジュールされた送信が物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
上でのスケジュールされたグラントフリー（ＧＦ）送信と重なるかどうかを判定し、
　前記ＵＣＩの前記スケジュールされた送信が前記ＰＵＳＣＨ上での前記スケジュールさ
れたＧＦ送信と重なることを条件に、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）送信
において前記ＵＣＩを送信すると判定し、
　前記ＰＵＣＣＨ送信において前記ＵＣＩを送信する、
　ように少なくとも構成されたプロセッサを備えたことを特徴とする無線送信／受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記ＵＣＩの前記スケジュールされた送信が前記ＰＵＳＣＨ上での
前記スケジュールされたＧＦ送信と重なることを条件に、前記ＰＵＳＣＨ上で前記スケジ
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ュールされたＧＦ送信を後に送信すると判定するように更に構成されている、ことを特徴
とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記ＵＣＩは、ＨＡＲＱ／ＡＣＫ情報を含む、ことを特徴とする請求項１２に記載のＷ
ＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記ＵＣＩの前記スケジュールされた送信がスロットにおいて前記
スケジュールされたＧＦ送信と重なると判定するように更に構成されている、ことを特徴
とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記ＰＵＳＣＨ上で前記スケジュールされたＧＦ送信を送信するよ
うに更に構成され、
　前記ＵＣＩは、前記ＰＵＳＣＨ送信上で前記スケジュールされたＧＦ送信が送信される
前に前記ＰＵＣＣＨ送信において送信される、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記ＵＣＩは、第１のスロットにおいて送信され、
　前記プロセッサは、第２のスロットにおいて前記スケジュールされたＧＦ送信を送信す
るように更に構成され、前記第２のスロットは、前記第１のスロットの直後に続く、
　ことを特徴とする請求項１６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、構成情報を受信し、
　前記構成情報に基づいて、前記スケジュールされたＧＦ送信を後に送信すると判定する
、
　ように更に構成されていることを特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　構成情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成情報を含む、ことを特徴とする請求項１
８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、構成情報がないことに基づいて、前記スケジュールされたＧＦ送信
を後に送信すると判定するように更に構成されている、ことを特徴とする請求項１２に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、
　第２のＵＣＩのスケジュールされた送信が前記ＰＵＳＣＨ上での第２のスケジュールさ
れたグラントフリー（ＧＦ）送信と重なると判定し、
　ＰＵＳＣＨ送信上で前記第２のＵＣＩおよび前記第２のスケジュールされたＧＦ送信を
多重化し、
　前記ＰＵＳＣＨ送信上で前記第２のＵＣＩおよび前記第２のスケジュールされたＧＦ送
信を送信する、
　ように更に構成されている、ことを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、
　構成情報を受信するように更に構成され、
　前記ＰＵＳＣＨ送信上で前記第２のＵＣＩおよび前記第２のスケジュールされたＧＦ送
信を多重化するように構成された前記プロセッサは、前記構成情報に基づいて、前記第２
のＵＣＩおよび前記第２のスケジュールされたＧＦ送信を多重化するように構成されてい
る、
　ことを特徴とする請求項２１に記載のＷＴＲＵ。
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